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市民活動地域医療 市民活動センター「くるりん広場」がオープン安曇野赤十字病院の建て替え工事が始まる

オープンに先立ち、センターの運営管理に

関してパートナーシップ協定を結んだ。

式典には、日赤や近隣住民、周辺自治体関係者

など約 100 人が出席した。

　市民と行政の協働によるまちづくりの拠点として開設準
備が進んでいた市民活動センター（通称名：くるりん広場）
が、10 月 7 日穂高総合支所西にオープンし、関係者約 120
人が見守る中、オープニングセレモニーが行われました。
　運営を担う「わの会」代表の今泉 一さんは、「市民活動
のためのベースキャンプができた。手探りで進めることに
なるが、主役は市民。住みよいまちとするため取り組んで
いきたい」とあいさつしました。

豊科の安曇野赤十字病院は 10 月 1 日、建て替えの起工式
を現病院の西側で行い、平成 22 年 7 月の新病棟使用開始を
目指して工事をスタートしました。
市はこれまで建設支援検討委員会を組織し、要望書の提
出などを行ってきましたが、建設事業へは合併特例債を活
用し、３カ年で 36 億円余を補助する予定です。
近隣自治体代表としてあいさつした平林市長は、「高次医
療を担う中核病院として、地域住民には必要不可欠と考え
ている。皆さんが安心できる施設となって欲しい」と話し
ました。
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誰にもじゃまされずに、自分の考えで正しく投票する選挙を
進めるため、「明るい選挙推進運動」に取り組んでいます。

明るい選挙
投票率向上を願って
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氏　名 住　所
熊藤  岩雄 豊科（成相区）
中山  芳子 豊科（新田区）
古幡  孝朗 穂高（牧区）
矢野口 和弘 穂高（新屋区）
丸山  康子 穂高（等々力町区）
中田  正志 三郷（南小倉区）
新井  裕子 三郷（一日市場区）
平倉  勝美 堀金（倉田区）
小林  愼治 明科（明科区）
望月  静美 明科（明科区）

市明るい選挙推進協議会委員（敬称略）




